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抄録 : 改正教育基本法を受けて，社会科では，改訂の基本方針の三つの柱の一つとして，「社会参画」という観点

が盛り込まれた。そこでは，「持続可能な社会の実現を目指すなど，公共的な事柄に自ら参画していく資質や能力

を育成することを重視する方向で改善を図る」とされている。本稿では，これまでの社会科における社会参画型

学習の問題点を明らかにし，持続可能な社会の実現を目指す社会参画学習をどのように行っていくべきかを提案

する。本稿では，社会科における社会参画学習を「社会改善の思考・判断」と「社会参加」の 2 方向で捉え提案

した。そして，社会科で求められる社会参画について，形にとらわれるのではなく，子どもの意識を変え，社会

に関心を持ち，継続的に社会にかかわっていこうとする姿勢を持たせることが社会参画学習では重要であること

を指摘した。

索引語 : 社会科教育，社会参画，社会参加

Abstract : In this paper, a social participation study in social studies was conducted and the author proposed two directions :

“thinking and judgment of a social improvement”, and “social participation.” The author calls for learning which changes

children’s consciousness, interests them in society regardless of form, and tries to concern them with society continuously

through social participation as important elements of social participation study. 
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1．問題の所在

東日本大震災により，日本は，被災地の復興，原発の再稼働の問題とそれに伴うエネルギー問題な

ど，大きな国難に直面している。こうした状況の中で，社会科教育ではこのような大きな社会問題に

どのように取り組んでいくのか，そしてどのような役割が果たせるのかを考えていくことが必要であ

る。なぜなら，民主主義社会における主権者を育てるために，日本社会が抱える大きな問題に対して，

一人一人が考え，行動する力を養っていくのは，社会科教育であるべきだからである。

平成 18 年 12 月に成立した改正教育基本法第 2 条「教育の目的」，及び学校教育法第 21 条「義務教

育の目標」には，「公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養

う」ことが明記され，社会参画をする態度形成の必要性が指摘されている。

この場合の「公共」について，平成 15 年 3 月に中央教育審議会から「新しい時代にふさわしい教育

基本法と教育振興計画の在り方について」という答申が出されている。それを読むと，「人は一人だけ

で独立して存在できるものではなく，個人が集まり『公共』を形づくる」とある。個人がかかわり合っ

てつくられている意味合いが読み取れる。また，「『個人の尊厳』を確保する上で不可欠な『公共』に

主体的に参画する意識や態度を涵養する」とも示されており，改正教育基本法が示す「公共」には人

と人とのかかわり合いの中で個人が大切にされる社会の姿が見て取れる。

では，どのようにしたらそのような社会ができるのか。同答申には国民が国家・社会の一員として

「法や社会の規範の意義や役割について学び，自ら考え」ることや「自由で公正な社会の形成に主体的

に参画する『公共』の精神を涵養する」ことが大切であると示されている。これらのことは，小学校，

中学校，高等学校の社会，地理歴史・公民科の各教科の目標に示された「公民的資質」と密接に関連

がある。この「公民的資質」は，小学校学習指導要領解説社会編にその内容が次のように定義されて

いる。

○平和で民主的な国家・社会の形成者としての自覚を持ち，自他の人格を互いに尊重すること。

○社会的義務や責任を果たそうとすること。

○社会生活の様々な場面で多面的に考えられたり，公正に判断したりすること。

以上のことをするための資質や能力であるとある。社会科で目指している公民的資質は，教育基本法

の「公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画」するという「教育の目的」の中核を担ってい

ると言ってもよい。

改正教育基本法を受けて，社会科では，改訂の基本方針の三つの柱の一つとして，「社会参画」とい

う観点が盛り込まれた。そこでは，「持続可能な社会の実現を目指すなど，公共的な事柄に自ら参画し

ていく資質や能力を育成することを重視する方向で改善を図る」とされている。

本研究では，これまでの社会科における社会参画型学習の問題点を明らかにし，持続可能な社会の

実現を目指す社会参画学習をどのように行っていくべきかを提案する。

2．中学生・高校生の社会参画の態度の現状

（財）日本青少年研究所の調査報告書「中学生・高校生の生活と意識」（2009 年 3 月）に，日本，米

国，中国，韓国の 4 カ国の中学生，高校生の社会参画の態度についての調査結果がまとめられている。
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　それによると，「社会や政治問題への参加に

ついてどう思うか」という問いに対して，積

極的な社会参画の意識を示す「参加すべきだ」

と答えた生徒は他の国の割合と比べて低いわ

けではない。しかし，「参加しても無駄なこと

だ」という社会参画に否定的な意見は，中学

生は 17.4％，高校生は 15.2％と，他の 3 カ国

と比べて極めて多い（図 1）。

　また，「私の参加により，変えてほしい社会

現象が少し変えられるかもしれない」という

問いに対して，「全くそう思う」と答えた生徒

は他の国と比べて最も低い。それ以上に，「あ

まりそう思わない」「全くそう思わない」を合

わせた割合は，中学生，高校生とも過半数を

超え，中学生の 6 割，高校生の 7 割を占めて

いる。これは他の国が 4 割以下なのに対して，

際だって多い（図 2）。

　この 2 つの調査結果から，日本の中学生，

高校生は，「どうせ自分たちでは社会を変える

ことができない」というあきらめの気持ちか

ら，社会参画に消極的になっているというこ

とができる。社会参画学習をする場合は，こ

の意識をいかに変えることができるのかにか

かっている。

こうした状況では，学習の中で社会参加の経験をしても，それは学習の中だけのこととして，自分

の生活の場で発展し，活かされなければ，社会参画の意識を高めることができない。社会参画学習で

必要なことは，その学習をすることにより，社会に関心を持ち，継続的に社会にかかわっていこうと

する姿勢を児童生徒に持たせることである。そうした意識を児童生徒に持たせることができなかった

としたら，社会参画学習としては不十分である。

3．社会科教育における社会参画学習の課題

社会認識と市民的資質について，森分孝治（2001）は，以下のように述べている。

市民的資質は，市民的活動のできる力と捉える。社会的問題について合理的に意思決定し，そして，

あるいは，実際的には，自己の感情や利害を交えて意思決定して，発言し，投票し，さらには解決の

ための直接的な行動をとってゆく能力である。

図 1 社会や政治問題への参加についてどう思うか
（（財）日本青少年研究所の調査報告書「中学
生・高校生の生活と意識」（2009 年 3 月）より
筆者作成）

図 2 私の参加により変えてほしい社会現象が少し
変えられるかもしれない

（（財）日本青少年研究所の調査報告書「中学
生・高校生の生活と意識」（2009 年 3 月）より
筆者作成）
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森分は，社会科のねらいを社会認識に限定する立場から，市民的資質と市民的活動を分けている。こ

の市民的活動が社会参画にあたるが，これは社会科の範疇ではなく，奉仕活動や地域行事への参加な

ど，他の領域に委ねるべきだというのである。森分にとっては，社会認識を育成することは市民的資

質の中核を育成することになり，それこそが社会科の使命だと述べている。森分の理論は，社会科は

「社会認識を通して市民的資質を育成する教科である」という今日までの社会科の基本的な考え方と

なっている。

そうしたなか，これまで多様な社会科教育論が生まれてきた。藤原孝章（2010）は，社会科の学習

原理として，①科学的認識・説明型，②価値的認識・判断型，③合理的意思決定型，④社会参加型が

あるとし，①から④になるにつれて，狭い社会科から広い社会科になるとしている。社会科教育論と

しては，①から④のどれが正しいということはなく，どこに重点をかけるのかは意見が分かれている。

しかし，藤原は，社会参加学習は，「方法知」や「自分知」を育てるために，学校で，もしくは社会科

で導入される必要があると指摘し，「狭い社会科」から「広い社会科」へと移り変わっていくことが必

要であると述べている。

唐木清志（2010，p24）は，社会参画を志向する社会科授業を，「科学的社会認識の育成を目指す社

会科授業」「意思決定力の育成を目指す社会科授業」「社会的実践力の育成を目指す社会科授業」の 3

つに分類し，それぞれ第Ⅰ類型，第Ⅱ類型，第Ⅲ類型とした。

そして，第Ⅱ類型の授業を実施する場合には第Ⅰ類型の授業が前提に，第Ⅲ類型の授業を実施する

場合には第Ⅰ及び第Ⅱ類型の授業が前提になるとした。

このように，従来の社会科教育論では，社会参画学習は社会認識形成を重視し，その発展として社

会参画学習を位置づけてきた。

しかし，社会参画学習を「社会に働きかける学習」とした場合，社会認識が深まったからといって，

必ずしも社会に働きかける活動ができるわけではない。また，社会認識が深まることで，社会参画が

できるのであれば，学年が上がるにつれて社会参画学習が増えるはずである。しかし，中学年の地域

学習では「社会に働きかける学習」が比較的多く実践されているが，高学年，さらに中学校，高等学

校と学年が上がるにつれて，そのような学習はしにくくなるという実態がある。

唐木（2011）は，公民的資質の中核に社会参画が位置付くと考えれば，今日行われている社会科授

業のほとんどが，社会参画を志向する社会科授業であると考えられることから，より踏み込んだ形で，

社会参画学習ではなく，社会参加学習という名称を使っている。 

しかし，社会科授業の中で社会に向けて何らかの行動を起こすのは難しい。そこで唐木の主張する

社会参加学習では，最終段階を「提案・参加」とし，参加ができなくても，提案だけでも良いことと

し，「参加」には「提案」も含まれるとした。これは，社会科教育の現状からすれば，現実的な提案と

いえる。しかし，提案されたことが，実際に実現することはほとんどない。本来，提案は実現させる

ためにするものであり，社会に働きかけるための段階にすぎない。この点について唐木は，課題を解

決するプロセスが大事で，このようなプロセスを経ることで，児童生徒は社会参加に必要な資質・能

力を身につけるとしている。確かに，社会参加に必要な資質・能力を身につけるという点では意味が

あるが，これを社会参加学習と呼んでいいのか疑問である。ここで問題なのは，提案を実現させるこ

とが目標ではなく，提案を考えた段階で，それが実現しなくても，教師も児童生徒もそれを受け取っ

た地域や行政の人も満足して終わっているということである。

また，唐木（2010，pp.77-80）は，社会参加学習の 5 つの必要条件があるとしている。それは，①地
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域社会の課題を教材化すること，②プロジェクト型の学習を組織すること，③振り返りを重視するこ

と，④学問的な知識・技能を習得，活用する場面を設定すること，⑤地域住民との協働を重視するこ

と，の 5 つである。つまり，社会参加学習の学習対象は，地域社会であるということである。これは，

児童生徒が課題について探究し，具体的な提案・参加をする場合，広い範囲になると，具体的な提案・

参加が難しいということで，対象を地域社会としているのである。

そうであれば，社会科学習の中で，地域を扱う単元でなければ，社会参加学習はできない。社会参

画学習を社会参加学習と捉えて実施するとなれば，社会参画学習は，社会科学習の中の一部の学年，単

元でしか行えないということになる。これでは，今社会科に求められている社会参画学習といえるの

だろうか。唐木も述べているように，公民的資質の中核に社会参画が位置付くと考えれば，今日行わ

れている社会科授業のほとんどが，社会参画を志向する社会科授業であると考えられる。しかし，そ

の中身が明らかになっていない。

唐木（2010，p25）によれば，「社会参画を志向する社会科授業」は，育成すべき資質・能力を「社

会形成力」と捉え，その育成に向けて創意工夫を重ねている授業と位置づけている。将来市民になる

子どもたちに社会のシステムや制度の更新，廃止について考えさせることは，社会参画の意識を高め

ることにもなり，社会参画学習を社会形成力の育成と位置づけることは重要な視点である。しかし抜

け落ちている点がある。それは，社会に対する関心である。

前述したように，若者の政治への関心が下がっている。社会のシステムや制度の更新，廃止につい

て考えることは意味があるが，将来そうしたことに直接携わる児童生徒がどれほどいるだろうか。もっ

と必要なことは，社会の動きに関心を向け，それについて自分なりの考えを持つこと。さらに，誰し

も持ちうる権利である投票権を行使することが，現実的に社会参画をする上で大切なことではないだ

ろうか。

以上のことから，社会科における社会参画学習には，以下の疑問がある。

・ 社会認識の深まりがなければ，社会参画はできないのか。

・ 学年が上がるにつれて，社会認識は深まっていく。それならば，学年が上がるにつれて，社会参画

の質・量は増えるのか。

・ 社会科における社会参画の意味は何か。何をすれば社会参画といえるのか。

・ 社会科における社会参画の意義は何か。社会科学習に社会参画は絶対必要なものなのか。

本研究では，そうした視点に立ち，社会参画学習の提案を行っていく。

4．社会参画の 2 方向性

「社会参画」と「社会参加」は，特に区別せずに，一般的に同じような意味で使われる場合がある。

その一方で，参加するだけが社会参加で，企画から参加までを含むのが社会参画であり，社会参画の

方が社会参加よりもレベルが高いと考え，意図的に区別して使う場合がある。

いずれにしても，社会参画学習といえば，「社会に働きかける学習」であり，何らかの行動を伴うも

のであると理解されている。しかし，社会科では，このような学習は積極的に行われてこなかった。

唐木は，学習の最終段階をそのような行動に限定してしまうと，時間的に大きな影響を受ける社会

科の授業では，社会参加学習を実践することそのものが不可能と判断されてしまうとし，「参加」に
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「提案」を含めて「社会参加」の枠組みを広げて解釈している。

　また，橋本康宏（2012）は，「積極的社会参加・社会

行動」は，限られた社会問題の，体系的でない社会認

識による学習であると述べている。

　このように社会参画学習は，一般的には社会参加の

方向を求めるが，社会科では実際に社会参加は難しい。

　一方で，社会科の使命は，社会的課題の解決に向け

て社会参加できる市民を育成することにあるのである

（唐木　2010，p81）。そこで，社会の様々な課題に対し

て，問題意識を持ち，どのように改善すればいいのか

を考え，意思決定や価値判断を行う学習は，これまで

の社会科学習で行われてきた。

そこで，社会科における社会参画を 2 つの軸で考える。一つは，社会への参加の仕方が分かり，行

動を伴う社会参加の態度の育成を目指す学習。もう一方は，社会の問題・課題・現状・意識が分かり，

それらを判断する力を養い，行動は伴わないが社会改善の思考・判断力の育成を目指す学習である。

（図 3）。

従来の社会科教育では，「参加」の前提に「認識」があり，「社会改善の思考・判断（社会認識・事

実判断・価値判断）」がある。本研究の仮説では，「社会改善の思考・判断」と「参加」の相乗効果に

よって「参画」の質が高まると考えられる。

しかし，1 つの実践で，社会改善の思考・判断力と社会参加の態度の育成の両方を常に兼ね備えた実

践でなければ，社会参画学習にならないかといえば，そうではない。社会改善の思考・判断力の育成

に重点を置いた実践があってもいいし，社会参加の態度の育成に重点を置いた実践があってもいい。現

在行っている学習は，「社会参画の 2 方向」のどこに位置付いているのかを考え，社会科学習全体で，

社会改善の思考・判断力と社会参加の態度の育成を図っていければいい。

それでは，社会参画学習により，児童生徒にどのような姿を求めていくのか。

水山光春（2012）は「社会への参画」を扱う授業について次のような判断基準を持っている。

Ａ　私のまわりにはあまりに多くの問題がありすぎる。

Ｂ　私のまわりの問題は難しすぎて私には分からない。

Ｃ　私のまわりの問題を解くには私は幼すぎる。

Ｄ　ものごとを変えることは想像以上に難しい。

Ｅ　私には課題解決に向けて何ができるか判断する能力がない。

水山は，学習が参加型であるか講義型であるかを問わず，結果としてここに挙げた子どもたちの意

識を少しでも変えることができたなら，授業は成功したといえると述べている。

前述したように，社会参画学習で必要なことは，その学習をすることにより，社会に関心を持ち，継

続的に社会にかかわっていこうとする姿勢を児童生徒に持たせることである。したがって，社会改善

の思考力に重点を置いた実践も社会参加に重点を置いた実践も，児童生徒が，社会に関心を持ち，継

続的に社会にかかわっていこうとする姿勢が持てているかどうかが重要となる。

このような態度主義や行動主義を自己目的化すると，道徳授業や「総合的な学習の時間」の授業に

なり，社会科授業ではなくなるという批判もある（橋本　2012）。しかし，公民的資質として示されて

図 3　社会参画の 2 方向
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いる「社会的義務や責任を果たそうとすること」や教育基本法で示されている「公共の精神に基づき，

主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養う」ことから，社会科教育は社会参画の

態度や行動を児童生徒に求めることを回避すべきではない。

5．社会参画の 2 方向性による社会科学習の構想

（1）社会改善の思考・判断力を育成する社会科学習

社会改善の思考・判断力を育成するためには，社会の中で改善すべき問題を見つけるところから学

習がスタートする。学習対象は，身近な地域の問題から，日本や世界の問題まで，幅広く考えること

ができる。この場合の問題は，社会改善の必要性が感じられるもので，時事問題を取り上げるのがよ

い。なぜなら，それは現在進行形の問題であり，まだ解決の道筋がついていないからである。

そうした問題について，そのような問題が発生した原因，背景を考える。さらに，その問題解決の

ために，現在どのような解決方法が考えられているのかを調べる。このような社会の改善すべき問題

を解決するにはどうすればいいかを考える。

最後に，「反省的思考（ふりかえり）」の時間を入れる。問題を解決する方法を考えても実際に行動

に移すのは難しい。しかし，問題を把握し，その問題の発生する原因や背景を探り，解決策を考える

ことを通して，自分自身との関わりで問題を捉え直し，これからの生活や考え方に活かしていくこと

が重要である。

例えば，福井県大飯原子力発電の再稼働問題を学習に取り入れるとする。その問題の解決に向けて

制度や政策について議論し，意思決定を行っても，それは実現に向けて何らかの行動ができるわけで

はないし，また社会科教育としてそこまでの責任は負えない。

しかし，社会改善の思考・判断力を高めることにより，その問題に関心を持ちつづけることが可能

となる。例えば，新聞やテレビのニュースなどで，原発の再稼働問題について，継続的に関心を持っ

て見ていき，自分なりの考えを持つことができる。このように，社会に関心を持ち，継続的に社会に

かかわっていこうとする姿勢を持たせるためには，「反省的思考」の時間が重要となる。

（2）社会参加の態度を育成する社会科学習

社会参加の態度を育成するためには，地域の問題の中で，自分たちでも参加できることを考えると

ころから学習がスタートする。学習対象は，地域に働きかける参加が前提となるので，地域の問題に

限られる。また，地域と協働で行うことが必要となるので，地域の協力が得られる内容であることも

必要である。

「社会参加」は，社会（コミュニティ）で自分のできることを実際にやってみることである。藤原は

社会参加学習を，次の三つの側面から捉えている。

・「消極的（潜在的）社会参加」

　私たちの消費や生産活動そのものが社会参加になっている。

・「象徴的・模擬的社会参加」

　学校の中に社会が持ち込まれる，あるいは学校そのものが模擬的な社会となっている。

・「積極的社会参加・社会行動」

子どもが社会に対してアクティブにかかわっていく，社会形成の主体として活動していく。
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　ここでは，「積極的社会参加・社会行動」を「社

会参加」とする。「象徴的・模擬的社会参加」や「積

極的社会参加・社会行動」は縦軸の社会改善の思

考・判断力の育成になる。

　「社会参加」するためには，自分たちには社会に

対してどんなことをしたいのか（WANT），何が求

められているのか（NEEDS），それは実際にできる

のか（CAN）を考え，実際に行動（活動）する。3

つの重なりのところに，「社会参加」がある（図 4）。

　願い（WANT）と必要性（NEEDS）があっても，実現可能性（CAN）がなければ実現できない。必

要性（NEEDS）と実現可能性（CAN）があっても，願い（WANT）がなければ偽善である。実現可能

性（CAN）と願い（WANT）があっても，必要性（NEEDS）がなければ自己満足である。

つまり「社会参加」は，社会（コミュニティ）で求められていることの中から，自分たちのしたい

ことを考え，自分たちでできることを実際にすることである。

社会参加の態度を育成する社会科学習でも，最後に，「反省的思考（ふりかえり）」の時間を入れる

ことが重要である。

例えば，ゴミについての学習をして，地域の人と協働で，ごみの減量化やリサイクル活動に取り組

むとする。子どもたちは社会参加の意義を感じ，積極的に活動に取り組んだとする。そうした社会参

加活動を行った後，教師もそれにかかわった地域の人も，よく頑張ったと子どもたちを褒め称える。し

かしそれで終わってしまえば，自分たちが取り組んだことが，どの程度，社会に貢献したのか，意味

があったのかがわからない。ロジャー・ハート（2000）は，「操り参画」「お飾り参画」「形だけの参画」

では，社会参画とは呼べないと述べている。「反省的思考（ふりかえり）」で，自分たちの活動がどの

ように地域に貢献したのかを考えることが必要である。そうすることにより，一回だけのイベント的

活動で終わるのではなく，継続的にこの問題に取り組み，関心を持ち続けることができる。

社会改善の思考・判断力を育成する学習も社会参加の態度を育成する学習も，最終的に子どもの意

識が変わり，社会に関心を持ち，継続的に社会にかかわっていこうとする姿勢を持たせることが重要

となる。

（3）社会参画の 2 方向性による社会科学習の類型化

　社会参画の 2 方向性で社会科学習を類型化すると図 5 のようになる。

　A は学習対象が広いので，比較的どの学年，単元で

も行いやすい。社会の問題・課題・現状・意識が分か

り，それらを判断する力を養う学習なので，学年が上

がるにつれて，より難しい問題に取り組めたり，深い

思考・判断力を培えたりすることができる。しかし，

思考判断に優れていても体験に乏しく，シミュレー

ションに終わってしまうことが多い。

　一方 B は，参加できるために学習対象は地域に限ら

れるので，実践できる学年，単元は限られる。社会へ

の参加の仕方が分かり，行動を伴う学習なので，小学

図 4　社会参加の構造

図 5　社会参画の類型
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校 3，4 年生の地域学習では行いやすいが，学年が上がるにつれて実践が難しくなる。この学習では，

体験は豊かでも思考や判断に乏しく，社会科で身につけるべき社会認識が不十分になってしまうこと

が考えられる（表 1）。

　社会参画を大きく豊かなものにし，A でも B

でもない社会参画であるためには，社会改善の

思考・判断力を身につけながら，社会参加がで

きる主題（テーマ）を選ばなければならない。思

考・判断力と社会参加のバランスを取りながら，

C，D，E の学習に取り組んでいくことが望まし

い。その場合，C から D，E になるにつれて，小

さな参画から大きな参画になっていく（表 2）。

　しかしそれは，A や B 以上に学習内容が限ら

れる。社会科教育で社会参画学習をより豊かに

するためには，E を目指しながらも，A から D

の学習も必要である。しかしいずれの学習でも，

子どもの意識が変わり，社会に関心をもち，継

続的に社会にかかわっていこうとする姿勢を持

たせることが学習の成立条件となる。

6．社会に関わり続ける社会参画能力を育成する社会科学習の授業実践

（1）対象生徒

京都教育大学附属京都小中学校 8 年（中学 2 年生）

（2）単元名「エネルギー問題を考えよう」

（3）単元について

本単元では，第一次の問題把握では，エネルギー問題を地理的側面，歴史的側面から捉え，エネル

ギー資源の獲得をめぐる国際社会の問題からエネルギー問題の概要を捉える。1）

第二次の問題分析では，エネルギー資源のそれぞれの特徴を「安全性」「経済性」「安定性」「公平性」

の観点から整理し，原子力発電や自然エネルギーの開発にはどのような課題があるのかを考える。そ

の上で，日本のエネルギー消費量とエネルギー資源の自給率の関係から，これまでどのようなエネル

ギー政策をしてきたのかを捉える。2）

第三次の意思決定では，日本のエネルギー事情や原子力発電，自然エネルギーのそれぞれのメリッ

ト，デメリットを理解した上で，今後日本では，エネルギー構成の中心は，原子力にすべきか自然エ

ネルギーにすべきかを考えさせる。

そして，第四次の反省的思考では，自分たちの生活との関連から，日本の今後の発電はどのように

していくべきかを考えさせたい。

（4）単元目標

＜関心・意欲＞

3 4

表 1　「思考･判断力」と「参加」の学習の違い

表 2　社会参画の学習の違い
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・ エネルギー問題に対する関心と課題意識を高め，それらを世界的視野から地域性を踏まえて追究す

る学習に意欲的に取り組む。

＜思考・判断・表現＞

・ 福島第一原子力発電所の事故をもとに，エネルギー問題に関する課題を設定し，それらを世界的視

野から地域性を踏まえて多面的・多角的に追究する。

・ エネルギー問題に関する資料を収集し，学習に役立つ情報を適切に選択，活用し，追究する。また，

考察の過程や結果をまとめたり，発表したりする。

＜知識・理解・技能＞

・ エネルギー問題は地球的課題であるとともに各地域によって現れ方が異なっていることを理解し，

問題解決に向けて追究する技能を身につけるとともに，その解決に向けてどのような視点で考えて

いくことが必要なのかを理解する。

（5）単元計画（全 7 時間）

（6）本単元における反省的思考

学習を終えて，以下のような振り返りを行った。生徒の意識を水山の指摘した 5 つの判断基準をも

とに考察する。

①エネルギー問題とはどういうものか（問題の原因や背景，結果など）がわかりましたか。

　自己評価ではあるが，「わからない」と答え

た生徒は一人もいない。「わかった」「どちらか

いえばわかった」を合わせて，わかったと答え

た生徒がほとんどである。

　何を基準にわかったとするかは難しい。テス

トを行えば，一定の基準で判断できるが，その

基準がエネルギー問題の理解といえるのかと

いう吟味が難しい。ここで重要なことは，生徒

自身がエネルギー問題についてわかったと認
図 6　エネルギー問題の理解
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識することである。わかったと認識することで，「私のまわりの問題は難しすぎて私には分からない。」

ということはなくなるからである。

②エネルギー問題についての自分なりの考え（こうすればいい，こうするべきだ）がわかりましたか。

　「わからない」「どちらかといえばわからな

い」と答えた生徒は一人もいなくて，全員が

「わかった」「どちらかといえばわかった」と答

えている。エネルギー問題について調べて，自

分なりに考えを持ち，さらにグループで話し

合って考えを深める学習を通して，生徒はエネ

ルギー問題についての考えを持つことができ

た。これはエネルギー問題についての価値判断

ができているということである。エネルギー問

題は複雑な問題だが，こういう認識になることで，「私のまわりにはあまりに多くの問題がありすぎ

る。」という意識は変わるだろう。

③エネルギー問題を解決するための方法を考えることができましたか。

　①，②の問いよりも，「どちらかといえばで

きた」や「どちらかといえばできない」とやや

消極的な意見が増えた。ここでは，解決方法を

考えるというところが生徒にとって難しかっ

たのだろう。解決方法を考えるのはそう簡単な

ことではないので，そういう反応が出たのだと

考えられる。このような認識になることで，

「私には課題解決に向けて何ができるか判断

する能力がない。」という意識はなくなるだろ

う。

④エネルギー問題について学んだことをふまえて，今後の生活に生かしていこうと思いますか。

　「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と

答えた生徒がほとんどで，社会参画の意識が高

まっていることがわかる。このような認識にな

ることで，「私には課題解決に向けて何ができ

るか判断する能力がない。」という意識はなく

なるだろう。

　「そう思う」「どちらかと言えば思う」と答え

た生徒に，さらに何をするか聞いた。

　「節電やゴミの分別をする」が一番多いが，次

に多いのが，「新聞などから正しい情報を得る」「興味・関心をもって考えていく」である。

「節電やゴミの分別をする」が社会参加になる。「自転車や徒歩の利用」もそれにあてはまり，自分

にできることを生活で実践し，社会に働きかけることが社会参加となる。

「新聞などから正しい情報を得る」「興味・関心をもって考えていく」はこれまでなら社会参画とは

図 7　エネルギー問題に関する考え

図 8　エネルギー問題の解決方法

図 9　学んだことの生活への活用
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考えられなかっただろうが，社会に関心をも

ち，継続的に社会にかかわっていこうとする姿

勢の表れであり，こうした態度は，社会参画の

態度ということができる。

⑤エネルギー問題を解決するために，ものごと

　を変えることは想像以上に難しい。

　ここでは，これまでと違って，ものごとを変

えるのは難しいという悲観的な意見が多い。こ

の結果から見ると，「ものごとを変えることは

想像以上に難しい。」という意識は変えられな

かったといえるが，エネルギー問題について

知ったからこそ，変えうるのは難しいという現

実的な判断になったと考えらる。

⑥私には課題解決に向けて何ができるか判断

　する能力がない。

　これは「そう思う」「思わない」と答える生

徒が少なく，「どちらかといえばそう思う」「ど

ちらかと言えばそう思わない」と答えた生徒が

多いので，迷っている生徒が多い。「私のまわ

りの問題を解くには私は幼すぎる。」という点

では，生徒にできることは限られており，こう

した認識はむしろ自然なことだと考えられる。

　以上の結果から，本実践では，社会改善の思

考・判断力を高めることにより，自分自身との

関わりでエネルギー問題を捉え直し，これから

の生活や考え方に活かしていこうとする意欲

をもつことができた。そのことにより，次は自分にできることを考え実行しようとする社会参加の態

度に向かうことができ，社会参画の 2 方向の縦軸の活動が横軸の活動に結びついていく。

7．まとめ

本稿では，社会科における社会参画学習を「社会改善の思考・判断」と「社会参加」の 2 方向で捉

え提案した。そして，社会科で求められる社会参画について，形にとらわれるのではなく，子どもの

意識を変え，社会に関心を持ち，継続的に社会にかかわっていこうとする姿勢を持たせることが社会

参画学習では重要であることを指摘した。

社会科における社会参画学習について，最初に示した疑問に以下のように考える。

・ 社会認識の深まりがあれば，より質の高い社会参画ができる。しかし「為すことによってわかる」こ

ともあり，社会参画から社会認識に向かう方向もあるのではないか。

図 10　社会参画の意識

図 11　解決のための変化の困難さ

図 12　課題解決の能力
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・ 学校現場では，学年が上がるにつれて，社会参画の質・量が増えているわけではない。

・ 社会に直接働きかけることのみを社会参画ととらえれば，社会科にできることは限られている。ま

た，社会に対して何らかの提案をすることで社会参画とすれば，提案することで満足してしまう。子

どもの提案の多くは，実現しないことを周りの大人は知っている。社会参画では，社会に関心を持

ち続ける態度を育成することが重要である。

・「市民社会の形成者の資質育成」という社会科教育の本来の目標からすれば，社会科において社会参

画能力を育成することは必要なはずである。

本研究は，実践においてまだ十分な成果が出ていない。今後実践を通して，さらによりよい社会参

画学習になるように研究を継続したい。

8．おわりに

本研究は，2011 年度京都教育大学附属京都小中学校研究発表協議会において，社会参画プロジェク

トで提案をした内容をふまえて，筆者が独自の考えで再構成して提案するものである。

本研究にあたり，京都教育大学水山光春氏をはじめ，社会参画プロジェクトのメンバーである深蔵

心理，中川淳史，西田直記，各先生方に多くの示唆をいただいた。記して謝意を表す。

注

1）指導計画の作成にあたっては，佐藤群巳・高山博之・山下宏文編（2005）『エネルギー環境教育の

理論と実践』国土社，pp. 116-131．を参考にして作成した。

2）資料として『環境とエネルギー　世界における日本の電気事業 2010-2011』電気事業連合会偏，

2010．を授業で活用した。
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